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東
田
沢
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山
由
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今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

辛
か
っ
た
開
拓
生
活
も
仲
間
同

志
の
助
け
合
い
で
こ
こ
ま
で
や

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
生
活
の

中
で
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、

昭
和
二
十
六
年
八
月
に
待
ち
に

待
っ
た
電
灯
が
つ
い
た
こ
と
と

川
西
町
の
神
社
を
三
万
円
で
購

入
し
、
村
中
で
神
社
の
建
立
を

し
た
こ
と
で
す
。

　
電
灯
を
入
れ
た
時
は
、
一
戸

七
万
円
も
経
費
が
か
か
り
と
て

も
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ
以
上

に
電
灯
の
あ
る
生
活
は
あ
り
が
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持
っ
て
い
る
の
は
県
内
で
も
ま
確
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れ
で
す
。
こ
の
神
社
が
村
の
ま
巡

と
ま
り
に
大
き
な
役
割
藁
磁

て
く
れ
ま
し
た
。
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お忘れ怠く

157，9．1～S58．8．31生

保健センター／田沢地区・高道山地区

保健センター／倉俣地区・貝野地区

清津峡地区

保健センター／未接種者

2．1～S60．5。31生追加者S59．6．1～

翁
妙

三種混合第1期（3回目）S

10月18日　14：00～15：30／1

10月21日　14：00～15：30／1

10月25日　14：00～15：30／保健センター／未接種者

秋季生ワク　初回者S59．12．1～S60．5。31生追加者S59。6．1～

　　　　　　S59．11．30生、前回未投与者

11月8日　14：00～15：00／保健センター／村内全域

母親学級

10月22日　12：30～13：00／上村病院／妊娠中の保健（中期）

妊婦検診

10月22日　13：30～14：00／上村病院

5歳児検診　S55．10．1～S56．4，1生

10月14日　13：00～14：00／保健センター

産後検診　S60．5。1～S60．8．31の問に出産した人

10月25日　13：00～14：00／保健センター

献血
11月3日　10：00～15100／保健センター前

村民健康検診指導会（日程変更）

10月16日・17日　9：00～16：30／対象者に通知

　　　子宮ガン検診の追加
★日　時10月2量日・24日
★申込み　10月14日までに500円を持参し保健センターまで
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10月11日～11月10日

11㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

⑱（8〉
休日救急医（津南病院台65－3161〉第2回市場まつ
り（P8参照）◎村民健康ジョギングマラソン大
会（中里中グラウンド8：30～）

行
政
相
談
週
間

14（月）
5歳児検診（右参照）

15㈹
郡市錦鯉品評会（十日町市クロステン10：00～）

16㈱
村民健康検診事後指導会（右参照〉

17㈲

18㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）
三種混合第1期（右参照）

19（土）
行政書士相談所（P9参照）

⑳（日〉
休日救急医（山口医院君55－2003）
小松原清掃登山（清津山の会！

21（月）
三種混合第1期（右参照）
子宮ガン検診（右参照）

22㈹
妊婦母親学級（右参照〉

23㈱
年金相談所（P9参照）

24内
子宮ガン検診（右参照）

25㈹
心配ごと行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00〉
三種混合第1期（右参照〉
産後検診（右参照）

26（土）
健康づくり大会〔保健センダー13：00～）

⑰（日）
休日救急医（中条病院台57－3018〉紅葉の清津峡と当間自
然歩道の探索110：00～16：00）
宮沢賢治の世界（総合センダー18：30～）

30例り
社会保険相談所（P9参照）

1働
心配ごと相談日（老人宥、1祉センダー13：00～16：00）

2（土）
芸術祭（中里村総合センター内）

③（日）
休日救急医（L村病院a63－2111〉
芸能祭（田沢地区体育館10：00～〉
献　血（右参照）芸術祭

④㈲
休日救急医（山口医院君52－2174）
芸術祭

5（効
交通事故移動相談所（卜日町rlf役所10：00～15：00）

8㈹
秋季生ワク（右参照〉

⑩（日）
休日救急医（津南病院君65－3161）

米
は
正
規
の
ル
ー
ト
で
ヤ
、
馬
・
米
業
者
を
追
放
し
よ
う
！

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。
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蓑
紙

　
村
内
小
学
校
親
善
陸
上
大
会

の
模
様
で
す
。
五
～
六
年
生
が

百
屏
、
八
百
層
、
千
屏
、
走
り

幅
と
び
、
走
り
高
と
び
な
ど
の

種
目
に
力
い
っ
ぱ
い
ガ
ン
バ
リ

ま
し
た
。

．
　
飼
爲
後
困

磯羅
　
日
本
海
時
代
の
幕
開
け
を
告

　
、
、
．
げ
る
関
越
自
動
車
道
の
全
線
が

鞭
十
月
二
日
開
通
し
ま
し
た
。

　
イ嫌

、
　
越
後
湯
沢
か
ら
練
馬
ま
で
は

　
百
六
十
七
緯
で
約
二
時
間
で
行

騰麟
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し

ぷ
　

聰
ま
す
と
農
産
物
な
ど
が
首
都
圏

　
に
迅
速
に
出
荷
で
き
る
半
面
、

撚
他
産
地
と
の
競
合
が
激
化
し
ま

・
す
。
こ
の
競
争
に
打
ち
勝
た
な

糠
　
け
れ
ば
高
速
時
代
の
恩
恵
を
得

，
　
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な

　
灘
　
い
で
し
ょ
う
か
。
観
光
に
し
て

　
欝
も
「
心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
」

　
な
ど
、
人
の
心
を
打
つ
観
光
地

難
づ
く
り
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
「

．
灘
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

騰・♂冨禰啄瀞

翼
醇
璽

　　　　　　ずら　　く　

繋鋭毒薫寳
鼎叢難霧φ蟹繋鍵壕

1儀鰻羅灘，雛．

弓講4轄礁4）・
嚢3，ぢ権く圭・0）1

懸醜6　鱒4）1、

，麗禦蕪1）

顛0鐵薩2§1t



1
へ
亀
1

（2）にマo’

い
い
鐸

　
　
め

鱒
桝
迄

　
　
　
嚇

学
櫨
爾
蕨
で

夙
鵬
o
轡
冠
蝕
鰯
②
軸
脅

父ちゃんといっしょ楽しいネ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
。
体
に
い
い
こ
と
や
っ
て

い
ま
す
か
。
村
で
は
一
人
で
も
多
く
の
人
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
地
区
体
育

館
（
田
沢
・
倉
俣
・
貝
野
）
お
よ
び
、
学
校
開
放

施
設
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
村
内
の
ス

　
ポ
ー
ツ
団
体
で
は
、
新
人
を
求
め
て
い
ま
す
。
気

　
軽
に
体
育
館
に
顔
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
率
は
約
半
分

　
昭
和
五
十
九
年
度

の
学
校
開
放
は
、
田

沢
小
中
体
育
館
、
倉

俣
中
体
育
館
、
高
道

山
小
体
育
館
、
清
津

峡
小
体
育
館
、
貝
野

中
体
育
館
の
六
施
設

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
を
利
用
し

た
の
は
十
三
団
体
で

延
一
万
三
百
十
五
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
の
多
い
施
設
は
、

田
沢
中
体
育
館
の
五

千
三
百
七
十
一
人
、

次
い
で
田
沢
小
体
育

館
の
三
千
二
十
四
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
六
施
設
の
平
均
利
用
率
は
、

四
七
鮮
で
す
。
し
か
し
、
高
道

山
小
体
育
館
は
、
残
念
な
が
ら

利
用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

施
設
要
望
の
声
は
大
き
い
が

　
広
報
の
取
材
や
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
で
「
村
に
望
む
こ
と
は
何

で
す
か
」
と
い
う
問
に
対
し
て

必
ず
「
ス
ポ
ー
ッ
施
設
の
充
実
」

が
で
て
き
ま
す
。
現
在
、
地
区

体
育
館
三
か
所
、
学
校
開
放
施

設
四
か
所
あ
り
ま
す
が
、
田
沢

地
区
を
除
い
て
は
、
利
用
者
が

麟粛
、
‘
頃
9
、

少
な
い
状
況
で
す
。

　
利
用
者
の
年
齢
層
を
見
ま
す

と
二
十
歳
代
の
若
い
人
の
利
用

が
少
な
く
、
三
十
歳
～
四
十
歳

の
人
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
よ
り
も

　
　
　
　
　
娯
楽

　
若
い
人
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

す
る
人
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
そ
の
原
因
を
考
え
て
み
ま

す
と
、
①
車
の
普
及
に
よ
り
一

人
で
ど
こ
へ
で
も
楽
し
み
に
い

か
れ
る
。
②
娯
楽
施
設
が
多
く

な
っ
た
。
③
勤
務
地
が
村
外
の

人
が
多
い
こ
と
や
勤
務
形
態
が

不
規
則
の
た
め
活
動
し
に
く
い
。

④
体
育
館
は
あ
る
も
の
の
運
動

用
備
品
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て

汗
を
か
き
た
が
ら
な
い
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
の

も
事
実
の
よ
う
で
す
。

獣

鱗

舞纐

ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識

　
　
　
　
な
ま
け
も
の
！

　
明
治
や
大
正
生
ま
れ
の
人
た

ち
の
中
に
は
、
常
に
働
い
て
い

る
こ
と
が
「
よ
い
こ
と
」
と
考

え
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
う

し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

は
、
「
な
ま
け
も
の
が
す
る
も
の
」

「
遊
ん
で
い
る
」
と
い
っ
た
意

識
が
あ
り
ま
す
。

　
二
世
代
、
三
世
代
が
同
居
し

て
い
る
家
庭
で
は
、
こ
う
し
た

意
識
が
幣
害
と
な
り
、
特
に
マ

マ
さ
ん
ス
ポ
ー
ツ
を
低
迷
さ
せ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
幸
福
感
は
違
い

ま
す
が
、
仕
事
プ
ラ
ス
趣
昧
を

持
つ
こ
と
が
そ
の
人
の
人
生
を

よ
り
潤
い
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
必
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

「
艸
ご
障

、
κ
餐
輻
糖

な
・

若
い

み
な
さ
ん

な
ぜ

翁
”
、

し
な
い
の

ス
ポ
ー
ツ

謬、
けかつき

㌻

村
内
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
会
員
に

は
、
若
い
人
が
少

な
い
現
状
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
な

ぜ
し
な
い
の
か
を

　
　
　
　
何
人
か
に
聞
い
て

み
ま
し
た
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
で
身
体
を
動
か
し

　
た
い
と
思
う
け
ど
、
一
人
で

　
よ
ち
ょ
つ
と
い
や
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
人

　
が
も
っ
と
会
員
を
勧
誘
し
た

　
方
が
い
い
。

◎
初
心
者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ

　
ー
ツ
教
室
を
開
い
て
ほ
し
い
。

剣道で精神力を養う
醸
　
髄難｝

．
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適
度
な
運
動

が
健
康
づ
く
り

ゃ
体
力
づ
く
り

に
効
果
が
あ
る

と
分
か
っ
て
い

て
も
、
き
っ
か

け
を
作
る
こ
と

は
難
し
い
し
、

続
け
る
こ
と
は

も
っ
と
困
難
な

こ
と
で
す
。

「
体
力
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
世

論
調
査
S
5
7
」

で
は
、
三
人
に

一
人
が
一
年
間

に
運
動
や
ス
ポ

ー
ツ
を
し
な
か

っ
た
と
答
え
て

い
ま
す
。
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を

し
な
か
っ
た
人

の
理
由
と
し
て
は
「
時
間
が
な

い
」
　
「
年
を
と
っ
た
か
ら
」
、

「
仲
間
や
指
導
者
が
い
な
い
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

意
識
し
な
い
と
運
動
不
足

　
ひ
と
昔
前
ま
で
は
、
車
も
普

及
し
て
お
ら
ず
普
段
の
生
活
が

運
動
と
結
び
つ
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
電
化
や
合
理
化
の
進

ん
だ
現
在
で
は
、
よ
ほ
ど
意
識

を
し
て
運
動
を
し
な
い
と
運
動

不
足
に
な
り
ま
す
。
運
動
不
足

は
、
や
が
て
肥
満
な
ど
に
結
び

つ
き
成
人
病
の
元
に
な
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で

　
　
　
生
き
が
い
を

　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
や
っ
て
い

る
人
と
や
っ
て
い
な
い
人
と
で

は
、
同
じ
年
齢
で
も
十
歳
く
ら

い
体
力
年
齢
が
違
う
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
と
い
っ
て
も
、
競

技
的
活
動
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
自
分
の
健
康
づ
く
り
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
な
活
動
と

し
て
と
ら
え
た
い
も
の
で
す
。

　
サ
ー
ク
ル
（
団
体
）
活
動
を

し
て
い
る
人
に
聞
き
ま
す
と
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
魅
力
は
、
そ

の
種
目
を
上
手
に
な
る
喜
び
と

と
も
に
、
一
緒
に
汗
を
流
し
た

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
だ
と
言
い

ま
す
。

　
現
代
の
管
理
社
会
の
中
で
は

仕
事
上
で
も
ス
ト
レ
ス
の
た
ま

る
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

の
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
も

ス
ポ
ー
ツ
活
動
は
、
と
て
も
有

意
義
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
仕
事
も
大
事
で
す
が
、

自
分
の
人
生
も
有
意
義
で
あ
り

た
い
も
の
で
す
。

く
《
《
《
《
《
菱
》
》
《
気
、
》
葦
》
妻
《
《
を
《
く
垂
》
》
》
》
》
》
弄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

テニスに夢中

◎陀ノ　　　　　　　　　　桂

　　　　　　　　　樋ロ真由美さん

　イライラ、ウズウズしている人、テニスで

汗を流してストレスを解消しましょう。

3回くらいの練習で当たらないからといって

それであきらめるのではなく、好きな人を追

いかけるのと同じことで、ボールを追うのが

楽しくなるまで続けましょう。私も何度かや

めようと思いましたが、ラケットに当たり出

したらやめられなくなりました。ずっと続け

たいです。ついでにだんなさまもテニスをや

れる人がいいな。

気持よくプレーを◎
「～イ　㌫公一，．

「ナイスシュ」これは、バスケットクラブの

相言葉です。この声を聞くと不思議と仕事の

つかれもとれ気合いがはいる。月、水、金と

週3日の練習をしています。仕事を終えての

練習は決して楽ではない。しかし、わたしに

はとても楽しく思える。体を動かし汗をかく

ということは、とても気持ちのよいことです。

スポーツの秋。あなたもバスケットの練習に

参加してみませんか。　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ／一
．～与・酋〆＼酋／）へ譜、〈，．小一申へ岬ザ襯♂

大いに利用を！！
　　　村内スポーツ施設

施設名 利用団体名 活動日

田沢小体育館

　　〃

　　〃

田沢剣道スポーツ少年団

剣　道　部（体協）

中里卓球クラブ（体協）

毎週火・木

毎週火・木

毎週水

施　設　名 開放日・時間

田沢地区体育館
全　日

午前9時～午後10時
中里中学校 バスケット・ボール（体協）

バドミントン

芋沢子ども会

毎週月・水・金

毎週金

毎週火

　　＾駕難幾妻

　　　難懇

　　　　醸

ヨッナイスショッ

　簸撚麟懸羅擁購

倉俣地区体育館 〃

（旧）

貝野中体育館 〃 田沢地区体育館

　　〃

　　〃
　　〃

　　〃

満華山の会

バドミントンサークル

テニス協会

田沢ツーリングクラブ
　　　（バレーボール）

MR－334（バレーボール）

毎週火

毎週火

毎週水・土

毎週木

毎週金

中里中体育館

休　　日

午前9時～午後10時
平　　日

午後6時～午後10時

田沢小体育館 〃

貝野地区体育館 貝野青年会 毎週火・木・土

高道山小体育館 〃
　　　　一’、撒騨鵬鰹解懸嚇雛懸鷺醸騰蒙欝鱗聯魏鍵難轍灘

だど初団く　1　　　◎　　　　◎　　　　　　　◎　　◎
とを心体あツき他スレが一る市つ場十若スがき　っを
感開者と　り　を　つのポ　1ら人人でての日いポさなてし

髪鵠飢脇創ラ囎隷糊艶↓兎艶蕊
しい象館たいががをグ流つる　1ケと勤がを　　とカる
たく　とが　oとあ楽すルせて　oツ　1スめ少す　　も月暇
oこし中各いれし　る　1るも　　をスポてなる　　あもが
　とた心ス　うばいよムよ楽　　やや　1いい人　　り練な
　覧が教とポ声　’oりがう　し　　つ十ツて　oの　　い賢鰭
　大室な　iがス　　もななみ　　て日を　　　中　　やが
　切な　り　ツ多ポ　　　’い　トな　　い町や職　　に　　気で入
　　　　　　　　　0

清津峡小体育館 〃

村民グランド
全　日

午前9時～日没

倉俣　地区
村民グランド

〃

懸嚇雛懸鷺醸騰欝鱗聯魏鍵，襲鱒蟹

◎
残
業
な
ど
が
多
く
ス
ポ
ー
ツ

　
を
し
て
い
る
暇
が
な
い
。
入

　
っ
て
も
一
カ
月
も
練
習
が
で

　
き
な
い
こ
と
も
あ
り
い
や
気

　
が
さ
す
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の
中
に

　
若
い
女
性
が
少
な
い
。

◎
十
日
町
に
勤
め
て
い
て
、
職

　
場
の
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
を
や

　
っ
て
い
る
ケ
：
ス
や
十
日
町

　
市
で
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い

　
る
人
も
い
る
。

◎
一
人
で
行
っ
て
も
楽
し
み
な

　
が
ら
汗
を
流
せ
る
よ
う
な
ト

　
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
な
い
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
よ
り
も
、

　
他
の
遊
び
が
楽
し
い
。

　
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
ス
ポ

ー
ツ
を
し
た
い
と
い
う
声
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
各
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
公
民
館
が
中
心
と
な
り

初
心
者
を
対
象
と
し
た
教
室
な

ど
を
開
い
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
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レ

　
み
な
さ
ん
が
納
め
て
く
れ
た
税
金
が
ど
の
よ
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

う
に
使
わ
れ
た
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
　
ム

昭
和
五
十
九
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
　
脚

昭
和
五
十
九
年
度
は
、
中
里
中
学
校
建
築
事
業
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

を
中
心
に
各
種
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み
　
▽

二
十
五
億
円
が
村
づ
く
り
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
鴨

計計

菊

轟
轟
鷲
㎜

轍
轟

筈計

　　　　　　　　　　鴫蛙

　　　　　　　　　　勲暴、、聯

欄臨．犠
　　　　　（43．0％）

一・般会

盛大だった村民体育祭（中里中）

決
算
の
特
徴

　
村
の
昭
和
五
十
九
年
度
一
般

会
計
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
か

ら
歳
出
決
算
額
を
差
し
引
い
た

形
式
収
支
で
九
千
九
百
六
十
二

万
四
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
翌
年
へ
の
繰
越

明
許
財
源
五
十
八
万
九
千
円
を

差
し
引
い
た
九
千
九
百
三
万
五

千
円
が
翌
年
度
へ
の
繰
越
金
と

な
り
ま
す
。
歳
入
歳
出
別
に
見

た
主
だ
っ
た
特
徴
は
次
の
と
お

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
）

　
歳
　
入

　
歳
入
項
目
を
対
前
年

度
と
比
較
し
た
場
合
、

簾も購25億
4，969万円

隔
恥

薫驚　
　
騰

一村民1人当り負担額r

l欝4掴《　1
　　伽”！’14∠（円刈
　村　民　税……………14，723　i
　固定資産税……………16，・931

　たばこ消費税…………3，352　1

　電気税一・一……1，6541
　そ　の　他……………1，1ら

r賢，1．欝司

　　津南町……0．28

　　川西町……0．24

　　安塚町……0．15

1この欝は、1に近いほど財源

い塾“あることに塑釦

者
　　　　、一国庫支出金1億7，659万3千円（6。9％

　　　分担金及び負担金6，836万2千円（2・7％）

その他2億5，027万円（9．8％）
中
里
中
学
校
建
築
事
業
が
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
た
こ
と
か
ら
、
国
庫

支
出
金
、
村
債
の
歳
入
額
が
減

少
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
財
政
を
め
ぐ
る

厳
し
い
状
況
を
反
映
し
て
、
地

方
交
付
税
が
対
前
年
伸
率
一
、

三
輝
と
い
う
低
い
伸
び
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

　
歳
　
出

　
　
　
歳
出
で
は
今
後
地
方
財

　
　
政
を
め
ぐ
る
状
況
が
ま
す

　
　
ま
す
厳
し
く
な
る
こ
と
が

　
　
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

　
　
財
政
調
整
基
金
、
積
立
金

）

を
増
額
し
た
こ
と
に
と
も

な
い
総
務
費
が
前
年
よ
り

大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
教
育
費
が
教
育

施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立

金
の
減
少
と
、
中
里
中
学

校
々
舎
建
設
事
業
の
完
了

に
よ
り
前
年
と
比
べ
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

776万5千円（3．0％）

54万8千円（4．5％）
総額2億5，ワ81万4千円
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の財政

　　　　　　　　2，339万9千円（9．1％）

鍛鱒翻靭（簿㈱

繍，邊雛魏鞘⑱夢％猛

教育費
5億9，480万4千円

　　　（24．3％）

24億

　5，006万

　6千円

総務費　　＼
4億1，249万4千円

　　　（16．8％）
　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆ

自バイに大喜びの子どもたち

　
　
　
卿

　
　
翻
織

甑麟購
㈱
礁
＆
、

農
3

村憤の状況

灘77万4千円（5．㍊

その他1億7，278万4千円（7．1％）

災害復旧費9，908万5千円（4・0％）

合計16億3，849万6千円 ｛
ノ㌧
億
八
、

二 四 五

　　＿　　八
＿　　　＿　　　ノk　　　’

　　’　九「　「　互　○
Ω　九　二　七
一　Ω　○　万
八　一　万　七
万　万　四　千
四　七　千　円
千　千　円
円　円

億
七
、
九
九
二
万
七
千
円

億
穴
、
九
五
〇
万
五
千
円

三
七
万
二
千
円

土
　
木
　
債

教
　
育
　
　
債

農
林
水
産
業
債

民
　
生
　
　
債

災
害
復
旧
債

進む道路改良

総
　
務
　
　
債

そ
　
の
　
他

特⑳

会

計

7，557万7千円

4，460万2千円

9，711万6千円

3億驚，381万8千円

4億5，975万2千円

名
ミ
髪
名
ミ
9
〆
ζ
ミ
髪
毛
ミ
9
・
ノ
ぐ
ミ
髪
乏
ミ
）
多
4
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毛
ミ
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・
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、
、
）
1
1
！
’
く
、
、
￥
、
〉
－
，
ノ
ー
ぐ
、
、
￥
＼
）
－
〆
！
－
ぐ
＼
、
、
、
》
ノ
！
〆
－
ぐ
、
、
、
、
）
ー
ノ
！
！
ぐ
、
、
、
、
レ
〆
〆
〆
－
ぐ
、
、
ト
〉
！
－
，
ノ
（
、
吼 φ

▽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
践

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

・“一“乙ツプ・，ム　ワ〆〆〃△・㌧・▽〃〃ひ・、・▽〃〃△い・・▽〃〃昌・、・・▽〃〃轟・、、、▽””4、、、、▽””ム、、、、▽””4

　　　おもな使い道（単位：千湾）

　民生費
　　老人福祉費……………・…・・17，086

　　保育所運営費……一一……89，910

　衛生費
　　予防・母子衛生費…………18，898

　　環境衛生費……・…………・・45，572

　農林水産業費

　　農業費………………・・一233，324

　　林業費……………・…・・…118，745

　　　水産業費……………………14，081

　　商工費

　　　商工振興費・………………・・22，741

　　　観光費…………一…・…一17夢173

　　土木費

　　　道路維持費……・…………・・20，346

　　　道路新設改良費…………113，526

　　　雪害対策費………………102，735

　　消防費

　　　十日町地域広域消防費

　　　　　　　　　　　　　　　70，620

　　　災害対策費・………・一一・・7，915

　　致育費

　　　中里中学校建築費……3，644，721

　　　公民館費……一…一…・…10，593

　　　村史編さん事業費…………16，698

▽、！“ム、）！ム＼、“ム￥、、、▽／・〃凸＼、、・▽！〆〃凸・・、・▽〆ノ〃（…＼▽〃m・、・、▽〃・・△、・、、▽””△、、、、▽”！1A、、、、▽
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財政調整基金…一一…　3億329万円

教育施設整備基金一｛2億6，250万円

国保財政調整基金・・……・…8，018万円

土地開発基金………………5，000万円

簡易水道事業運営基金……・・995万円

⑧
農業共済
簡易水道
国保（施設）

老人保健
国保（事業）

）
　
　
　
　 3，617万6千円

　　　　　3，033万3千円

9，145万7千円

3億718万円

4億5，342万2千円

教育費

　　　　　・　　85，215円
　　獅　気・　　　　　　噺

、”　　”1

小学校・中学校　社会教育

保健体育・学校給食

農林水産桑費

農業振異、畜産、苗場山

麓開発、林業、水産

一土木費一

　　　　　　41，043円

　　　　　一

綿道路、橋梁、除雪、河川

住宅

人あたり

一総務費一

癒　　　　　　59，096円

庁舎管理、交通安全、広報、

選挙、企画、税務、戸籍

村民一すまれ　
　
　
　
　
円

　
　
　
　
　
8
7

わ　
　
　
　
　
　
　
　
保

　
　
　
　
　
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
金

　
　
　
　
　
26

使
費

　
　
　
　
　
　
　
　
生
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
民

議
　

生費衛

18，305円

保健衛生、公害対策、公

園管理、環境衛生、清掃費

11，251円

費防
h
、
叫
♪
．
賦
婁

消
震
訪
、

4
。
6
劇

消防、防災、水防、広域

事務組合

商工費

耀16・922円

商工振興、観光
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市之越

富井スイさん
　　　　（1m歳

　
酢
っ
ぱ
い
物
や
野
菜
が
好
き

と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
耳
は

遠
く
な
っ
た
も
の
の
、
何
で
も

食
べ
て
い
た
っ
て
元
気
。
長
生

き
は
「
腹
八
分
目
」
と
か
。

　
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
、
中
里
中
学
校
体
育
館
で
、

第
六
回
中
里
村
老
人
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
村
内

の
七
十
歳
以
上
の
お
年
よ
り
が
ロ
堂
に
会
す
こ
の
老
人
福

祉
大
会
も
今
年
で
六
回
目
を
数
え
ま
し
た
。
今
日
の
中
里

村
を
築
い
て
く
れ
た
お
年
よ
り
た
ち
に
感
謝
を
す
る
と
と

も
に
、
お
年
よ
り
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
村
内
に
は
九
十
五
歳
を
超
え

た
人
が
六
人
い
ま
す
。
そ
の
六

人
は
、
富
井
ス
イ
さ
ん
（
皿
歳
）

市
之
越
、
鈴
木
三
蔵
さ
ん
（
㎜

歳
）
重
地
、
山
田
ハ
ヤ
さ
ん
、

（
9
8
歳
）
田
代
、
中
沢
ト
ク
さ
ん

（
96
歳
）
通
り
山
、
樋
ロ
ヨ
シ

さ
ん
（
9
6
歳
）
小
原
、
鈴
木
俊

三
さ
ん
（
95
歳
）
重
地
で
す
。

中
魚
沼
郡
内
で
も
、
百
歳
以
上

の
人
は
六
人
し
か
い
ま
せ
ん
。

　
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
、

中
里
中
学
校
体
育
館
で
第
六
回

老
人
福
祉
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
、
村
内
の

七
十
歳
以
上
の
お
年
よ
り
五
百

五
十
人
が
集
ま
り
、
お
互
い
の

健
康
を
確
め
合
う
と
と
も
に
久

し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
式
典
の
は
じ
め
に
上
村
村
長

は
「
人
生
八
十
年
の
時
代
を
迎

え
ま
し
た
。
健
康
に
気
を
つ
け

て
、
楽
し
く
生
き
が
い
の
あ
る

人
生
を
過
ご
し
て
く
だ
さ

い
已
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
つ
づ
い
て
、
八
十
歳

以
上
の
人
た
ち
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
今
年
九
十
六
歳
を
迎

え
ら
れ
た
小
原
の
樋
ロ
ヨ

シ
さ
ん
は
、
腰
は
曲
っ
て

い
る
も
の
の
元
気
い
っ
ぱ

い
に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
夫
婦
生
活
六
十
年
と
い

　
　
歳

　
ん
㎝

　
さ

　
蔵

地
三

重
鈴

　
顔
の
血
色
が
と
っ
て
も
よ
く

何
で
も
食
べ
る
と
い
う
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
足
腰
は
弱
っ
て
い
る

も
の
の
、
目
も
耳
も
達
者
で
元

気
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

う
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
四
夫
妻

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
田
代
の
桑

原
今
朝
吉
夫
妻
が
代
表
し
て
登

壇
さ
れ
、
表
彰
を
受
け
る
と
と

も
に
可
愛
い
い
チ
ビ
ッ
子
二
人

か
ら
花
束
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
部
で
は

村
内
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
た
み
な
さ
ん
が
、
歌
、

踊
り
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
多
彩
な

芸
を
お
年
よ
り
た
ち
に
披
露
し

ま
し
た
。

おじいちゃんおばあちゃんおめでとう

　
九
月
八
日
中
里
村
消
防
団

団
員
三
百
四
十
六
人
）
の
秋
季

演
習
が
田
沢
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
腕
の
見
せ
ど
こ

ろ
で
あ
る
ポ
ン
プ
操
法
で
は
、

日
ご
ろ
の
厳
し
い
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
、
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た

行
動
に
速
さ
が
加
わ
り
と
て
も

見
ご
た
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　
火
災
を
想
定
し
実
際
に

放
水
を
す
る
仮
装
演
習
に

ょ
、
本
署
か
ら
ス
ノ
ー
ケ

ル
車
（
は
し
ご
車
の
小
型
）

と
化
学
消
防
車
が
参
加
し

て
く
れ
演
習
に
迫
力
を
加

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

で
は
、
ス
ノ
ー
ケ
ル
車
、

自
動
車
ポ
ン
プ
一
台
、

型
ポ
ン
プ
車
二
台
が
放
水

を
し
　
本
番
さ
な
が
ら
の

演
習
で
し
た
。

　
分
列
行
進
に
は
、
十
日
町
市

吹
奏
楽
団
も
参
加
し
て
く
れ
力

強
い
行
進
に
花
を
添
え
て
く
れ

ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
表
彰
受
け
る

　
去
る
九
月
二
日
、
清
津
峡
温

泉
雪
崩
災
害
の
際
人
命
救
助
に

活
躍
し
た
中
里
村
消
防
団
に

防
災
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表

彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
状
と
盾
が
表
彰
式
で
村
長
か

ら
団
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

万一のとき訓練が物を言う
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愛
の
蓼
譲
聖

　
　
昨
年
度
村
内
で
献
血
に
応
じ
て
く
れ
た

　
人
は
五
百
三
十
一
人
で
す
。
県
内
で
採
血

さ
れ
た
数
は
、
十
六
万
八
千
九
百
本
に
及

ん
で
い
ま
す
。
献
血
は
、
健
康
な
人
な
ら

だ
れ
で
も
で
き
る
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

作
れ
な
い

　
　
血

液

　
血
液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
人
間
の
血
液
は

人
間
の
血
液
で
補
う
以
外
に
方

法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
の
身
の
周
り
で
は
、
交
通
事

故
、
病
気
、
災
害
と
輸
血
を
必

要
と
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
た
ち
を
救
う
た
め
に

新
鮮
な
血
液
が
ど
う
し
て
も
必

要
な
の
で
す
。

．
，
畿
講

ボランティア精神豊かな人たち

献
血
で

健
康
管
理
を

　
献
血
に
協
力
さ
れ
ま
す
と
、

血
液
の
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は

血
液
の
生
化
学
的
な
検
査
を
行

っ
て
献
血
者
の
健
康
管
理
に
役

立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
こ
の
検
査
に
よ
っ
て
、
腎
臓

肝
臓
な
ど
の
障
害
が
発
見
で
き

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
四
千
～
五
千
㏄

　
　
大
人
の
血
液
量

　
わ
た
し
た
ち
の
体
内
に
は
、

四
千
～
五
千
㏄
の
血
液
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
体
重
の
六
～

八
％
に
相
当
す
る
量
で
す
。

　
献
血
の
量
は
、
一
回
二
百
㏄

で
す
が
、
血
液
の
量
は
、
数
時

間
で
も
と
に
戻
り
ま
す
。
そ
し

て
一
か
月
で
血
球
の
数
も
も
と

に
戻
り
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
を

　
身
内
の
人
が
輸
血
な
ど
を
し

ま
す
と
献
血
の
大
切
さ
を
認
識

し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
献
血
の

必
要
性
を
認
識
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

イア婆
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rヨ　…

う親…
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った雪

二献…

すの…

す。…
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ぐで言

ζこ自

，、と§

　ぜ
1、評’

献血50回達成

自・

u　わたしが小学

ウの手術をした

せきで同じ血液

まで歩いていっ

しは、家族の万

血を続けてきま

血圧の測定や血

で，自分の健康毫

　初めて献血を

と思いますが、

きる小さなボラ

れからもできる

思います。

　　1
「10昌 畠 Ol口・口I 口

胃　　献血は小さなボランテイ
舞
イ　　　　　　山　崎
’　　　　桑原秀一さん

しが小学生のころ祖母が胃力イi

術をしたんですよ。集落の人や1

同じ血液型の人を頼み、津南病1

いていった記憶があります。わ1

家族の万一の事態に備えようとi

けてきました。献血をしますと

測定や血液検査をしてくれます1

うの健康管理にも役立てていま℃

て献血をされる方は、勇気がい

ますが、わたしは10分～15分で

さなボランティア活動と思って

もできるだけ協力していきたい

一
（ぜ

広域事務組合の台所

3階建ビルも大丈夫

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
十
日
町
市
、
津

南
町
、
川
西
町
、
中
里
村
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
広

域
的
に
消
防
活
動
、
と
畜
場
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
御
陣
荘
）
の
各
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

中
里
村
の
分
担
金
は
七
千
三
百
三
十
五
万
円
に
お
よ

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会

計
決
算
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

分
担
金
及
び
負
担
金
　
六
億
一
四
九
　
　
国
そ

59年度決算　　　　　　一般会計（万円）

歳入6億6200万円 一歳出6億3521万円

十日町市

2億9，559万円
　　　　（46．6％）

　　　　一　　 　一

川西町
9，510万円（14．4％）

　　　　　津南町

　1億3，745万円
　　　　（20．8％）

繰
越
金
二
ニ
ノk
七
九

消
防
費
六
億
π
五
二
二

常備消防費

4億1，293万円
　　　　（65．0％）

非常消防費
1億1，826万円
　　　　（18．7％）

中里村
7，335万円（11．0％） 消防施設費

8，403万円（13。2％）　　鳴　　，

国庫支出金2，354万円3．6％

　　　　　　
　　の　他3，697万円5眺

公債費　966万円（1。5％）

その他1，033万円（1．6％）

市町村名 回数

十日町市 703

川西町 122

津南町 225

中里村 62

管轄タト 14

救
急
出
動
状
義

出動機関 出動回数

十日町市消防団 41

川西町消防団 32
津南町消防団 26
中里村消防団 25

皿
藩
灘
膨

（万円）

特
別
会
計

会計名　　　入 歳出 差引

　　　
総合福祉センター　　　207 3，994 213

と畜場事業鳳588

　　　　　キ
3，300 288

　　　　1合　計　　！7，795 7，294 501
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。
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この作品は山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

緩
窪

　消防職員の募集
　　十日町地域広域事務組合

★採用職種・採用予定人員

消防士（初級）　若干名

★受験資格

　●高校卒業者（S61・3卒業予定者

　含む）でS38．4．2以降に生まれた

　男子。
　●十日町市、川西町、津南町、中里

　村に居住可能な人。
　●身長160チち以上、体重50㌶以上。

　他にもあります。

★申込み受付期間

　10月12日～10月23日午後5時まで。

★申込み場所

　十日町地域消防本部総務課まで。

★申込み書
　中皇村消防団詰所

　なお、詳しくは中里村消防団詰所

（帽略3－2536）まで。

ふるさとへ就臓希望者
　『ふるさとバンク」へ登録を

十日町職業安定所では、県外に出て

働いている人、また、大学、各種学校

で学んでいる人で、将来地元に就職し

たい人のために「ふるさとバンク」を

開設しました。

登録された人には、求人情報や適合

する求人票を送って、地元就職をお手

伝いしようとするものです。

★登録方法
　職安、または、役場（社会福祉課）

　にあります登録票に記入し申込みし

　てください。

★登録票有効期間

　2年間

褻
講講

詳しくは、役場社会福祉課までお問

い合わせください。

移動年金相談所

　　　　のご案内

年金のことで聞いてみたいことがあ

りましたら、長岡から年金専門官が来

ますので遠慮なくおいでください。

★期日　10月23日（水）

　　午前10時30分～午後3時30分
★場所　中里村老人福祉センター

社会保険のこと

　　何でも相談を

長岡社会保険事務所では、下記のと

おり移動相談所を行います。

厚生年金、国民年金、健康保険など

について、お聞きしたい人はぜひおい

でください。

★日時　10月30日（水）

　　午前10時～午後2時
★場所　津南町商工会

相談は無料です。

第2回
市場まつり開催

十日町生鮮食品㈱では、生鮮食品の

消費拡大と消費者への感謝を目的に、

第2回市場まつりを開催します。

★日時　10月13日（日）

　　午前9時30分～午後2時
★場所　十日町生鮮食品（卸売市場）

模疑競売、盆栽植木、錦鯉、きのこ

原木の即売やお楽しみ行事があります。

　
通
達
を
受
け
た
県
は
貝
野
．

田
沢
・
外
丸
・
下
船
渡
村
及
び

こ
れ
ら
以
外
の
村
の
定
置
網
漁

業
者
を
集
め
趣
旨
説
明
の
あ
と

「
た
だ
い
ま
諸
君
に
た
く
さ
ん

の
金
を
渡
し
て
も
一
時
に
消
費

し
て
な
く
す
る
か
ら
そ
れ
よ
り

県
は
、
こ
の
金
で
諸
君
の
子
孫

末
代
ま
で
も
今
日
よ
り
以
上
の

漁
業
が
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
か
ら
こ
れ
で
承

諾
せ
よ
」
と
補
償
料
の
中
三
万

五
千
円
の
分
配
で
強
引
に
承
知

さ
せ
、
あ
と
の
二
十
二
万
円
を

県
の
特
別
会
計
と
し
て
積
立
て

る
こ
と
に
し
た
。

　
県
は
更
に
こ
の
中
か
ら
十
五

万
円
を
基
金
と
し
、
こ
の
利
子

を
し
て
養
魚
場
の
運
営
費
に
充

て
る
こ
と
に
し
、
残
る
七
万
円

を
以
て
十
五
年
に
養
魚
場
が
設

立
さ
れ
た
。

　
十
六
年
十
月
、
東
京
電
灯
株

式
会
社
よ
り
信
濃
川
発
電
工
事

に
伴
う
工
事
中
及
び
工
事
竣
工

擢轡

国鉄工事にともなって作られた養漁場

毎　騰

　　　も　　　も
村の歴吏＼メ

　紘7　、
信濃川　’

　養魚場．
（その2）　、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
に
お
け
る
漁
場
の
喪
失
、
魚

　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

族
の
補
殖
、
そ
の
他
一
切
の
漁

業
上
の
損
害
金
と
し
て
受
け
た

十
二
万
円
の
中
か
ら
三
万
五
千

円
の
交
付
を
受
け
飼
育
池
の
一

部
改
造
補
強
及
び
宿
舎
の
増
設
、

雑
品
倉
庫
の
増
築
を
行
い
お
お

む
ね
現
在
の
形
を
整
え
た
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
目
的
は
発
電
所

設
置
に
よ
る
漁
獲
減
を
補
殖
し
、

漁
利
の
維
持
増
進
を
図
る
に
あ

っ
た
が
、
併
せ
て
養
魚
に
つ
い
て

の
飼
育
技
術
の
指
導
を
行
う
こ

と
に
あ
り
、
当
初
か
ら
稲
田
養

殖
用
鯉
児
の
配
布
・
鯉
苗
の
河

川
放
流
・
食
用
鯉
の
生
産
を
主

体
と
し
、
他
に
ハ
ヤ
・
う
な
ぎ
・

金
魚
の
生
産
試
験
を
行
い
、
今

日
中
里
村
に
移
管
さ
れ
た
の
ち

も
こ
の
経
緯
と
目
的
は
継
承
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
村
史
編
さ
ん
専
門
委
員

　
　
　
　
　
　
小
　
柳
　
定
　
夫

Nb．　350　60．9．10 広報かかマご （8）

ヤ
ミ
米
業
者
を
追

30周年記念
健康づくり大会

★日時10月26日（土〉

　　午後1時～4時
★場所　保健センター

★内容・エアロビクスダンス（30名）

　　・健康野菜、薬草展（総合センター）

　　・健康相談（総合センター）

　　・歯科無料相談（保健センター）

　　・表彰（健康家庭、虫歯のない子）

　　お気軽においでください。

　　　30周年祭
　　　　写真の申込みを

　　8月15日に行われました、村制施行
権　30周年祭には、村民のみなさんからご

し　協力をいただきまして・盛大に催すこ

よとができました。民謡流し、盆踊りの

匂　部の写真を展示し、注文を取りますの
つ
　でどうぞご覧ください。

　★日時　11月3日午前9時～午後3時
　★場所　田沢地区体育館
　　　　　〈芸能祭の会場です。〉

行政書士

無料相談所のご案内

★日時10月19日（土）午前10時～午後4時

★場所　クロステン（十日町市）

★相談内容　農地、土地利用、営業許

　　　　可に関すること、交通事

　　　　故、権利義務に関するこ

　　　　となど。
★主催　新潟県行政書士会魚沼支部

舞響ぷ嵩

村内159台が対象

　道路交通センサス

建設省、新潟県では、全国一斉に自

動車の利用状況を調べるための「道路

交通センサス」を実施することになり

ました。この調査は5年毎に実施して

いるものです。

村内では、159台が抽出されています。

10月20日過ぎに調査員が、対象車輌の

所有者宅へ伺いますので、調査にご協

力くださいますようよろしくお願いし

ます。

★調査日　昭和60年10月29日

飯山線のご利用を
　新幹線のキッブは越後田沢駅で

通勤者や通学者の足を確保する飯山

線。この飯山線も、車の普及で利用客

が伸び悩んでいます。廃止になれば地

域の発展にもかかわる大切な飯山線を

みんなで利用し守りましょう。

出稼ぎに出られるみなさん、湯沢か

らのキップは、ぜひ、越後田沢駅でお

求めください。

郵便局の簡易保険は

村づくりに役立っています

みなさんから払い込まれた郵便局の

簡易保険の保険料は、簡保資金融資と

して自治体に貸し出されています。

当村も、昭和60年9月現在、過疎対

策事業など15事業で7億5千万円の融

資を受け、村づくりに役立てています。

　
　
村
営
歯
科
診
療
所
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
先
生
赴
任

　
村
営
歯
科
診
療
所
の
中
山
顕
　
　
献
く
だ
さ
い
ま
し
た
ゆ

治
先
生
が
、
九
月
三
十
日
を
も
　
　
　
今
度
、
赴
任
さ
れ
た
青
木
英

っ
て
退
め
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
　
　
直
先
生
は
、
新
潟
大
学
歯
学
部

は
、
七
年
数
か
月
の
長
き
に
わ
　
　
出
身
の
人
で
す
。

た
っ
て
村
内
の
歯
科
医
療
に
貢
　
　
　
先
生
に
中
里
村
の
印
象
と
抱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
負
を
伺
い
ま
し
た
。
「
大
学
の
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
授
の
勧
め
で
赴
任
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
登
り
と
ス
キ
ー
が
好
き
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
、
こ
の
中
里
村
を
選
び
ま

　
　
．
騰
醜
躍
暦
熱
鼓
鶴
甥
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん
の
で
、
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
已
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

庁舎増改築のため
　ご迷惑をかけます

役場庁舎増築工事を6月から実施し

ていますが、今度旧庁舎の内部の改装

を行います。みなさんが役場に、来ら

れた際何かとご迷惑をお掛けいたしま

すが、ご協力をお願いします。12月上

旬には、すべて完成する予定です。

11／6～12／11
清津川が増水

東京電力湯沢発電所では水路トンネ

ル等の調査のため発電を停止します。

このため清津川からの取水をストップ

しますので清津川が増水します。ご注

意ください。

宮沢賢治の世界
　林洋子の話りと
　アイリッシューハーブのタベ

★日時10月27日（日）午前6時30分～

★場所　中里村総合センター

★前売券　都屋書店、ダルマヤ

　　　大人1，000円、子供500円

善意をありがとう

次の善意が社会福祉協議会に寄せら

れました。

★香典返し

小　原　樋口康之氏　2万円

★古切手寄付

越後田沢郵便局

中里村農業協同組合

，　鷲

明
一
，
，
」
蓼
勤
き
「
、
、
，
ノ

ロ
　
★
中
里
村
消
防
団
秋
季
演
習
　
　
　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
九
月
八
日
・
田
沢
小
学
校
グ
　
　
★
役
場
庁
舎
上
棟
式
　
　
　
　
　
一

一
織
講
雛
難
蝉
一

一
日
ご
ろ
の
訓
練
で
す
。
秋
季
演
　
　
築
、
庁
用
車
車
庫
建
築
が
行
わ
　
一

一
習
で
は
・
訓
練
の
成
果
を
遺
憾
　
　
れ
ま
す
。
完
成
は
、
十
二
月
上
　
ロ

皿
蕃
曇
た
．
難
窯
㎝

一
　
九
月
十
五
日
、
第
六
回
老
人
　
　
　
九
月
二
十
日
　
中
里
村
交
通
　
一

置
福
祉
大
会
が
、
中
里
中
学
校
体
　
　
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
秋
の
　
一

一
育
館
で
開
か
れ
、
五
百
五
十
人
　
　
全
国
交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
　
一

環
蕪
騨
鰍
漢
郭
纂
皿

鳳
－
モ
ニ
カ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
故
は
昨
年
の
半
数
（
六
件
三

6
睦
罠
騒
．
巽
、
賑
匙
．
聡
r
ー
』

ー
ま
q
o
ー
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ま
q
o
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概

蟹蜜メ思靱麹麟
蘇吐闘鰯1

㎏
’
、
鶴

㈱
　
　
　
　
　
購

　
難
裳

　
　
ヨ

礫
　
　
欄

講
「

鍔
鼓
趨
％
胤
鍔
鼓
ψ
曹
ご
胤
倉

り岡村一夫さん（倉俣）

ワ　　千恵子

きっかけは……り昭和46年家を新築したと

　き藤田木材さんからやってもらったんで

　すよ。りそのとき、わたしが藤田木材に

　勤めていましたので知り合いました。

　り家の新築が終わった後、東京へ戻りま

　したが彼女とは文通を続けました。

お互いの良さは……り素直で人に好かれる

　ところですね。り何事にも態度がはっき

　りしているところです。気の短いのが玉

　にキズですけど。

相手への要望は……り健康であればいうこ

　とありません。9子どもたちの面倒みは

　いいんですけど、もう少し学校行事など

　に参加してほしい。

村への要望は・…・・り随分よくなりましたが

　冬場の交通の確保。り一人で行っても汗

　を流せるスポーツ施設がほしいですね。

幽
の
毒
書
萎
養
馨

ぼ
く
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
小
器
楽
部

が
り
や
な
ん
だ
。
け
ど
兄
ち
ゃ

ん
と
ケ
ン
カ
を
す
る
と
き
は
す

ご
い
ん
だ
ぞ
。
い
つ
も
は
、
大

好
き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
砂
場

で
車
を
使
っ
て
遊
ん
で
い
る
ん

だ
。
け
ど
、
写
真
を
撮
ら
れ
る

の
は
、
大
の
苦
手
な
ん
だ
ヨ
。

　
田
沢
本
村
服
部
伸
哉
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
（
父
哲
夫
・
母
芳
子
）

　　　　　　《出合い》

　ツーと足元の枯れ草の陰に入ったイタチが

顔だけ出して、一瞬、動けなくなったわたし

の方を見ています。ちょっと顔をひっこめる

が、別の位置からまた顔を出します。身体を

うごかさずにウインクしてみました。気味の

悪いオジンのウインクにイタチは可愛い表情

で小首をかしげました、次にイタチが顔を出

した時にわたしは舌を出したらやっぱり首を

かしげるポーズです。ミブリッ子なのかな一ミ

しかし、魚ドロボーに来るのだからドローと

名付けました。

　　　　　　　　　　文・絵
　　　　　　　　　　　上村忠男さん

田
沢
小
学
校
器
楽
部
は
、
B

S
N
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

の
器
楽
部
門
に
初
め
て
参
加
し

優
良
奨
励
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
参
加
小
中
学
校

三
十
三
か
校
の
内
一
校
だ
け
が鋼■醒融轟r1

精一杯の演奏が認められる

選
ば
れ
る
も
の
で
、
特
に
情
操

教
育
面
に
創
意
工
夫
が
認
め
ら

れ
た
学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。
当
日
、
聞
い
て
い
た
先
生

の
話
で
は
、
全
員
の
目
が
指
揮

者
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
や
、

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
の
演
奏

姿
勢
が
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
大
会
の
た
め
、
器
楽
部

五
十
九
人
は
、
六
月
～
九
月
ま

で
の
間
、
夏
休
み
も
半
分
返
上

し
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

　
大
き
な
大
会
に
出
た
と
い
う

体
験
が
、
子
ど
も
た
ち
の
自
信

に
つ
な
が
り
、
今
後
ま
す
ま
す

演
奏
に
磨
き
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。

　　　　　　　　諏　f’撚懇、1
　　　　　　　醒，　　　　撚　i
　　蕪鋭繋竪　　、麹・
いい二とを聞いたネ

　　　　　　　　　　　縣㈱

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
っ
て
い
る
ジ
ュ
ー
ス

の
中
味
は
、
水
と
合
成
着
色
料
と
砂
糖
で

す
。
果
汁
は
一
滴
も
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

九
月
十
三
日
、
清
津
峡
小
学
校
で
行
わ
れ

た
暮
ら
し
の
巡
回
講
座
の
中
で
は
、
ジ
ュ

ー
ス
の
着
色
料
と
糖
分
の
量
を
実
験
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
や
主
婦
は

「
も
の
す
ご
い
着
色
料
だ
ね
」
「
今
度
、
孫

に
買
っ
て
や
ら
ん
ね
や
」
な
ど
の
意
見
が

出
て
と
て
も
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

蝋1

霧
瀧
艇

出
稼
ぎ
先
に

広
報
な
か
さ
と
・
地
方
新
聞

　
　
　
　
送
り
ま
す

難

稲
始
末
を
終
わ
し
ま
す
と
、

ま
た
、
出
稼
ぎ
の
季
節
で
す
。

兜童画廊

’6
　（清津峡小）

山本美江子さん

山
に
囲
ま
れ
た
家

工
夫
し
た
と
こ
ろ
は
、
川
の

と
こ
ろ
で
す
。
苦
労
し
た
と
こ

ろ
は
、
山
の
と
こ
ろ
で
す
。

な
ん
か
へ
ん
だ
な
～
と
思
う
と

こ
ろ
は
、
杉
の
木
の
色
と
、
山

お
く
に
一
け
ん
だ
け
、
家
が
あ

る
と
い
う
か
ん
じ
で
、
お
か
し

い
と
思
い
ま
す
。

村
内
小
学
校
親
善
陸
上
大
会
が
、
九
月

二
十
六
日
　
田
沢
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
開
会

式
は
、
田
沢
地
区
体
育
館
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
の
心
が
天

に
通
じ
て
か
、
久
し
ぶ
り
に
陽
が
さ
す
天

候
と
な
り
走
り
高
跳
び
以
外
の
競
技
は
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
、
井
ノ
川
勝
弘
君
が
百
灯
、
走

り
幅
跳
び
で
、
樋
口
あ
け
み
さ
ん
が
八
百

層
で
大
会
新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

思
い
切
り
走
れ
る
グ
ラ
ン
ド
に

高
道
山
小

もっと前に飛びたい

草
ボ
ウ
ボ
ウ
で
雨
が
降
る
と

水
溜
り
だ
ら
け
だ
っ
た
高
道
山

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
、
夏

休
み
中
に
整
備
さ
れ
見
違
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
九
月
十
四
日
、
完
成
し
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
竣
工
記
念
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
村
村
長

は
「
運
動
に
励
み
体
を
鍛
え
て

く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
、
生
徒
代
表
の
富
井
真
裕

子
さ
ん
が
「
足
の
裏
が
痛
く
な

く
、
水
溜
り
も
で
き
な
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
な
っ
て
う
れ
し
い
。

み
な
さ
ん
の
温
か
い
心
に
応
え

る
た
め
運
動
に
励
み
た
い
」
と

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
紅
白
に
分
か
れ
、

ゼンゼン足が痛くないヤァー

各
種
目
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
父
兄
や
近
所
の

人
も
参
加
し
、
わ
が
子
や
孫
に

大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　　　　　　　　ヒマラヤKR－2峰　　　　■　　　　　精

　　　　　　　　　　登頂記　　①

　　　　　　　　　上山井口久雄さん

　「何で山に登るんだ」とよく聞かれる。山頂

での満足感、壮快感、自然の大きさ、美しさ、

　　・どれも一つの答えではあるが意を得てい

ない気がする。最近は何で山に登るんだと聞

かれると『何できみは生きているんだ』と相

手に問い直してみたくなる。

　この夏、体験することができたインドヒマ

ラヤK　R－2峰（6，187m）登頂記を、連載さ

せていただ＜。

　わたしが山に登り始めたのは遅く、25歳後

半からである。新田次郎（作家）の山の世界

に魅せられ、小出に転勤当時みちぐさ山の会

を知り入会させていただく。入会当時は冬山、

岩登りは無縁のもの、まして、ヒマラヤは遠

い世界の事と決め込んでいたが、誘われるま

まに装備を買い込み正月と言えば山に入る数

年を過ごすようになった。

　一昨年の暮、会で田部井淳子氏（エベレス

　ト女性初登頂者）を招き講演会を催した際、

　ミ意志こそカモのことばを残していただき、

会の海外登山熱が再燃’会の総力を挙げ、地

域から出発する形でヒマラヤ登山を成功させ

ようという運びとなった。

　このころはすでにヒマラヤ登山を準備実現

する仕掛人の一人となっていた。　　つづく

役
場
で
は
、
出
稼
ぎ
者
と
村
を

つ
な
ぐ
た
め
に
広
報
紙
の
郵
送

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
に
出
ら
れ
る
際
は
、

出
稼
手
帳
の
証
明
と
住
所
の
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ざ
な
み
会

津
南
郷
会
創
立
三
十
周
年
で

　
　
　
郷
土
民
譜
を
披
露

　
さ
ざ
な
み
会
は
、
九
月
十
五

日
、
東
京
津
南
郷
会
の
創
立
三

十
周
年
記
念
式
に
招
待
さ
れ
、

郷
土
民
謡
を
披
露
し
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。
こ
の
津
南
郷
会
に

は
、
村
内
出
身
者
も
二
十
九
人

加
入
し
て
い
ま
す
。

1難難婁瞬勲
．飲　検挙者数12人罰

・無免許運転違反　　6人　　麟

・事故発生件数　　　6件　　減
・死亡事故ゼ・722日薫

　　　　　（9月末累計）　灘

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
、
交
通
指
導
所
を

行
い
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
調
査
を
し
た
と
こ

ろ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
率
は

六
五
響
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

は
、
九
一
響
で
し
た
。


